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岑
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濟
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潘
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憂
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デ
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C
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逶
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踏
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。
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廿
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れ
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あ
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仕
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^
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ど
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.

.

 

. 

; 

i 

.-:
 

?

'.
'
I 

'
•
:

.

'

, 

* 
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■
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.
く
.

'
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.
'
.
t
、

.

-
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苏
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.



.T
ブ
ィ
ス
の
工
場
符
瑰
論
に.つ
い
て
.

■ 

' 

ニ
六
-
，(

六
六
o)

.

で
あ
る
。
か

、
る
規
校
に
，從
つ
て
目
的
遂
行
の
爲
め
の
起
動
力
と
•し
て
執
行
指
導
が
存
す
る
？

あ
る
。
政
策
は
彼
に
ょ
れ
ば
、

一
組

- 

織

を

か

へ

暴
_

念
$

と
に
あ
|

的

を

靈

，せ
し
む
名
行
動

Q

 
規
律
で 

t
。 

普

獄

的

管

S

I

S1K 4

き

•ろ
の
標
準 

化
を
決
し
5

視
す
f

Q
で
は
な
い
。
否
な
後
碧
様
に
機
能
的
、
狀
態
的
、
人
的
5

他
各
般
の
方
面
.

1

5乏
れ
を
强
調
し 

て
ゐ
る
の
で
あ
り-
そ
は
广
最
高
_の
邂
濟
性
9
擧
.か
将
る
，
ょ

ぅ

な

方

拉

の

.原
理
た
る
も
の
.で
.あ
.る
'が
、
其
ね
際
追
及
せ~ら
付
^

^

、
.

;

霞

ゎ

,#
業

理

念

：
f

生

じ

來

れ

；k?

目

的

で

ぁ

冷

麟

っ

弋

’
政

讓

志

目

的

の

經

濟

的

達

成

の

：爲
め
の#
業

霜

のi

■

か
に
：

； 

存
す
る
？
滅
«
活

動

を

，
以

っ

て

彼

は

、

-
次
'の
：
樣| :
定
義
し
て
ゐ
名
0 ；

唧
_

織
私
酈
は
好
意
的
|

協
ヵ
と
有
效
な
る
：執
行
指
導
を
齎 

ハ

寸

如

き

广

：機

能

と

：能

^
之
外
的
環
境
條
件
ゎ
適
东
な
冬
關
係'の

發

展

：
と

維

持

：で

^

る
こ
i
:は
看
姆
し
#
潔
い
と
$
ろ
：
で

あ

る0:卽
ち
：
.好
意
的
協
カ
と
有
效
：な
る
執
督
導
 

\ 

■る
組
織
活
@
'放
^
つ
*1
:
ニ
つ
^
原
焉
に
-.
<
3
:
つ
て
激
制
せ
'̂
れ
名
9
广

は

組

織

構

造

：で

あ

り

：、

.

.他
：は.道
德
.で
あ

る0 
.有
效
な

る

翁

^

指

導 

'
'
を

眾

す

途

植

織

選

層

瞥

理

及
運
營
の
#
の
.單
位
の
責
任
の
組
織.で
：

4
^

各

め

證

の

仕

事

：
へ
：
：
の

綜

合

-'
仕

事

の

粽

合

と

更

に

高

' ' 

次

の

賓

班

單

蕾

構

成

が

玄

セ

あ

，
る

0

#
.
5
 

て
そ
れ
に
附
帶
す
る
責
任
の
震
で
あ
る0''
こ
れ
に 

蒌

し

て

道
--
^
'は
、
各
成
邊
を
し
て
共
同
目
的
に
向
つ
て
好
意
的
に
各
自
の
或
は
各
部
の
自
的
を
從
屬
せ
し
む
る
組
織
に
於
け
る

I

般
，
 

的
心
的
狀
態
.で
あ
^

か
^
る
一
.般
的
心
的
#

#は
、”組
織
を
能
率
學
の
立
場.ょ
セ
見
た
場
合
は
殆
ん
と
問
題.と
.せ
.ら
れ
な
い
こ
と
で. 

は
.

w

ふ
'か
と
.思
は

れ

る

。

道

德

と

か

.一

般

的

心

理

的

狀

態

は

或

'^
!

識̂
■笑
せ
ら
れ
る
傾
さ
へ
も
あ
る
の
：で
あ
るo.何A1

な
れ
ば
、
能 

率
の
立
塚
か
も
す
れ
ば
、
標
準
化
せ
ら
れた
條
^
:の
も
の
で
標
準
化
せ
ら
れ
.だ
作
用
を
行ふ
こ
と
こ
そ理
想
な
の
で
あ
つ
て
、道
徳
的 

^
素
を
介
在
せ
し
む
.：る
こ
と
は
、
却
つ
て
問
題
は
紛
糾
或
は
囘
勝
す
る̂と
.と
'な
る
と
，も
考
へ.る
.か
ら
で
あ
ら
ぅ
。
齡
く
と
も
、
組
.織
の 

推
礎
釣
奥
迗
と
し
弋
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
ぃ>主
張
す
る
で
.ぁ
ら
ぅ
0
デ
ブ
ィ
ス
敎
授
は
然
る
杧
、
こ
れ
を
以
つ.て
.
電
流
に
网
へ
、
,

道
德
な
き
組
織
は
、
.
電
流
な
き
電
動
機
に
等
し
い
と
，杭
辨
し
て
ゐ
る
。
道
德
東
く
し
て
組
織
，の
成

.']
5
:は
不
可
能
，で
あ
る
と
す
る
の
で
あ 

る
。
；
と

「

の
說
の
玫
れ
る
理
由
は
云
.ふ
迄
，も
な
く
、
•經
營
に
於
け.る
.人
に
對
す
る
見
方'<
0
.相
異
：：に
由
來
し
て
ゐ
，る
。
デ
ブ
.ィ
ス
の
管
理
學 

の■立
場
軋
艺|
^
と
き
は「

組
織
要
素
と
し
て
屮
分
ー
の
根
據
あ
る
ヒ

:>
-
戚
明
か̂

奮

，
何
と
な.れ
ば
，
彼̂ 

め
セ
.ゐ
る
好
意
的
協
カ
と
致
ふ
如
き
は

.*

人
を
車
な
：る
機
械
的
作
業
.を

荇

ふ

能

カ

象

合

と̂
て
，見
た̂

で
^̂

へ
.
^
か
ら
で
あ
る
 

o」

パ 

>

 

く

:■
.

.

.

' 

. 

“ 

‘

:

.

:
-併
し
&

れ
を
組
織
要
氣
と̂
て
見
る
と
と
の'適
：否
如
何
.と
云
ふ
間
齡
は
V
.
單
に
む
-
I
Aに
組
歡
要
素
とし
て

羅
列
，す
る
，か
し
な
い
.か
.の 

'”問
题
^

ば
&

^

0

:

#の
私
質
的
#
る
葸
義
年
 

こ
れ
が
他
の
：要
素
と
.如
.何
；な
る
關
係
に
あ
.る 

か
を
班
論_

に
：示
す
こ
と.で
>̂

る
0

管
瑶
の
原
理
は,'
'

組
織
過
歡
の
要
素
間
の
：關
係
を
體
条

# ;

け
る
も̂
^
 ̂

こ
.

の
道 

.

，
德
と.し
^

6
,

要
因
が
他'の
要n

W

如
侗
に
變
ロ
し•
關
聯
し
て
ゐ
各
ぢ
を
明
か
：に

.レ
て
杯
<:
&

と
が
必
要
で
あ
る.0
.
.こ
：れ
に
關
し
て
は 

丨.

後
に
觸
れ'.る
と
，こ.■ろ
.
'で
.あ
る
が
、
兎
も
角
彼
に
於
い
て
は
、

.：ヒ̂
^

.:
c

f
 

}0:
_

管
理
ぬ
.冲
心
^

理
念
が
立
つ
マ.て
ゐ
る
如
ぐ
組
織
に
於
\̂
.七
 ̂

- 

.

. 

次
に
,

'

は
_

,

£

^咖
の
ー
有
效
"
に

.,
1
>て
經
濟
的
な
る
達
咦
に
釾
尤
る
特
殊
の

|

>

能

取
#

敗
谶
境
修
件
の«'
の)

^

' .

特
账
卽
.
_
の

爲

め

の

：
特

殊

：
の
：
紐

優

霞

外

故

ら

4

0
ノ
現
實
の'事
篆
活
_

ば
^
 

'
 

■.

從
り
.て
_

-^
.
.
.
vに
作
業
敗
！
t

<3
0
,爲
■

の
傲
要■
.

一
のW

時
間
相
次
的
霞
係
权
權
造
嵌
生
ナ
务
光

 

：

一

.ソエ
程
が
常
に
所̂

の̂

幾
に
從
つ
て
如
何
に
運
營
せ
ら̂-

べ
ぎ
知
あ
规
亂
す
る̂

の
が̂

制
f

あ
ん
9,
從
つ
て
、
、と'0
ニ
つ
の
.要
因
は 

,

锧
營
を
耩
成
す
る
も
の
で
あ̂
、
前
者
は
靜
態
的
、
後
者
は
動1

局
面
，で
.
る
と
^
沄
へ
る
。
.
以
上
が
彼
の
管
理
學
を
構
成
す
る
基

デ
ブ
ィ
ス
の

H

圾
昝
理
餱
に
マ
い
'て 

< 

1
1

七

-(

六
'
六
1)

、



to髙權成

的，，•• *，•.•理 .念 ，

政丨策 

職 ：能 

.能 力

外的條件

運營

統制工程I

作業

デ
•プ*

ィ
、
め
エ
.場
管
规
論
に
づ
、い
て-

' 

-̂ 
L 

C

六
-I

Dく 

本
た
^
組
織
と
運
營
-の

要

素

の

上

，
般

的

關

聯

で

あ

ざ

彳

彼

は

こ

-れ
を
左
-の
如
^
/圖
示
し
-て
ゐ
^

。

' 

’
‘ 

，
：
’
> 

‘

.

,、
こ•の
圖
.表

は
一

面
に
於
い
_て
經
替
組
織
ど
.運
營
の
•要
素
を
示
す
と
1
も

«:
>

:
.,:
f
s
.
:に
：於
い.て
、
：名1

の
#

素
だ
管
理̂

體
系
鈐
|

^

ホ
衣
敗
<,

に
»

列

し

：
 

て
ゐ

る

の
セ
..あ

暴y

換
|

#

极

ゆ

紕

爵

者©

苎
ふ
ぜ
ポ
簽
の
塗
ー
_

的
&

:

■■
■::

身

ゐ

る

も

の

で

碧_

第

ぃ

奚

舊

：禱
»)
:

の
：分
晚
吹̂̂
^

•■
■「

■
~

"

~
-1
-
.
.へ
般
に.仕
#

^

欲
つ
.

て
隹
明4

得
^

—

^

の
分
析
と
1>
;
で
後
述
せ
ら
れ
る

/ 

と
と
ろ
.で
.あ
;̂
;

0

■■
.
.
'
.
:
.
:
>

■
:

-.
■'
.
. 

'':
'
-
:
'

■*

.. . 

.

.
■ 

-■■
, 

.

.

.
,■
■

'

:.
 

, 
.

 

V 
■

:

.
:
.こ
：‘れ
^

^
粹
な
名
組
織
^
過
程
办
^
素
と
1>
;
-で
見
た
友
場
免
は
目.的
、
®:
,

,
ハ
指
導
ぐ
職
能
、
能
力
”

某
の
他
の
物©
^

:

と
しV

止
め
得.
：る̂
:

化
ど
V

、ヒ 

れ
:̂
#

業
に
1

す
：る
-'
#

楚
.
.の
立
場
办
ら
対
何
に
關
聯
せ
し
む
石
か
，の
立
場
よ

.り
見
る
と
き
、.そ
は
*

計
畫
.
と
組
織-と
\ 1
#

.

の
：修^ -

と」

し 

て
表
は
れ
る.
o 

:こ
の
雨
者.
の

綜

合
, 5
:

圖
示̂

て
.
ゐ
.る
の
ゼ|

キ
と
^ '

■、鞲
成
噃
あ
ガ#
寒
營
杧
.於
け
岑
疋
猶
は
韻
織
要
素
：め
-

殊
の
適
合
關
係
構
成
で
あ
吝
か
.ら
し
セ
\

運
瞥
ゆ
於
ば
る
：統

制

を

別

ぎ

て
、
.:.

轉
に
龄
け
^
組

癒

谛

微

容

棒

仗

含

せ

：
m
む
：る
で
ど
.為

能

,

り

硬

從

考
A

#.
禅

沾

動

を
w

f

組

1 :
鍵

制

製

竺
,
 

の

藤

素

に

達

す

る

と
|

§

。
其
めH:

般
_

督

表

ば

す

爲

め

に(

前
蠛
の
圖
表
を
_

_
圯
：也
解
す
^

細織

—道德.1

理管

, ,
:.
:

こ
：の
構
造
啟
驗
能
論
土
ょ
ヴ
見
：で
組
織
的
龙
德

#

構
造
ヤ
あ
る
广
こ

^

:

■'
•

降
對
1>
韻

過

程

的

教

考

.'へ
ら
れ
る
こ

と
ぼ

當
然
电
お
るド
デ

ズ
'—

ス
' 

: -
.
:
.敎
授

_

こ
：和
ぞ
事
業
流
翁5
諸
局
茴.

な
り
ど
じ4

_

務
膂
现
、
生#

管
理
， 

:

:
:A -
:

:
事
赘
理C

配
給
替
遡
線4
ぬ
4 -

類̂

得
冬
と
恕̂

'

こ
^
分
類
ぼ
機
能 

.

'-

論
ゼ
頗.

る
陳
舉
と
が
极
る

.

ど
む>

0_
で.

：あ
を.
？

' 

K

.ム
X -
、
..、.
ブ
ア
ル

ベ

ル

，
グ

の
 

如
ぐ
調
達' >

生̂

ハ
響
賢̂

三
分
法
に
尤
る
如-;
1
1
な
ル
ド
シ
办
如
ぐ
资 

.

_

作̂

準
備
及
促
進€

加
べ
七
：五
分
法

.

ど

ず

る

ぢ̂
.

扎
&
貯
鼷
鉍
加 

;

.

:

-

で
四
分
法
と
す
各
如
ば
問
駆
セ
あ
ら
ぅ
け
队
ど
失
妹
六
>
、

. :

こS

問
題 

そ
の
.も
の
に
對
じ
セ
デ
^ '

祀
ス
.は

餘
t

法
意

名
拂

.

0
て
か
.な^ ;
'
:

反
對

.

に>

管
理
機
能
以
芬
類
を
こ
.れ
§:
,

敦
行̂

#

版
動
ぞ
.の
も
の
の

■ 

. 

< 

•
•
. 

,-

1

■ 

•
. 

- 

i 

■
:

'.
V
. 

. 

♦ 

•
. 

'
; 

,

碁
本
的
局
面
よ
乜
分
類
じ
ナ
ゐ
る
チ
即
ち
彼
眷
理
呔
か

〜

る
基
本
的
茼
面
と
し
て
ノ
；

'

.

辑織®素

s..'：; m

輝 念  

指 導

仕 m  

m 力 

杨 _ 牛  

道德的"

1

潜
理
：、
 

へ：參

謀
-^
理
-

:

集

管

理—

:計
畫
^
.
.
組
織
ブ
統
制
、

V1

に
f

 

4て
ゐ
.る
〒
匕
の
芬
類
は
職
能
論
者.の
*1
場
ょ
纥
見
，

い
ー
誠
の«
ぁ
る
も
の
ど
思
は
れ
る
，
彼
は
こ
ぬ_

怒
域
ラ
^

V
 

.

.

.
 

- 

•
• 

• 

- 

.*
 

:

.

.

 

,

本

馨

哩

齋
^

關
す
る
分
類
セ
泰
り
バ
ー
特
殊
活
敵
領
域
忙
於
け
る
管
湳
職
能
霧
悴
對
す

- ^
^

倏
件
お
包
含̂

て
^

る
.

^
 

り
ズ
こ.
の
1

は
所
謂
過̂

^

類
に
此.
じ
^

>

碰

廣

く

、
基
本
的
.
で
ぁ
り
、
.
.
ー^ :
^
^

3

^

ぃ̂」

：そ
：爲

れ
.の
#'
理
肩
茴
に
..1>
.で

-€
瓜
^
管
理
犮
ぁ
る
.が
爲
め
.に
は
、
、#

ヘ

プ 

ニ
k
-プ
ネ
，ス
の
^
場
替
规
籁
-

§

^

'
: 

y
.
\ 

i

 

5

'
';
'K
>*
<

.g
:'
:



1K

ブ
ィ
ス
S

.

H

f

s

s
 

i
K

 

..j 
ニ o

 

(

六
六
四
>

.

.ら
れ
て
ゐ
る
と
說
く
の
で
'あ
る
。
こ
の
考
察
は
彼
，の
管
理
論
に
於
け
る
最
も
重
耍
な
る
齡
で
あ
り
、
彼
は
备
所
に
於
い
て
反
覆
褸
述
レ 

丨

て
ゐ
る
。
管
理
を
か
、
•る
三
個
の
活
動.の
線
合
と
し
て
見
る
理
論
的
根
縱
は
何
等
明
示
せ
、ら
れ
て
は
ゐ
な
い

O

恐

ら

く

そ

は

‘

设

の

經
 

、
‘驗
.か
ら
直
接
に
傭
納
せ
ら
れ
た
'も
の」

と
^

へ
'.ょ
ぅo
' .然
し
な
が
ら.で
筆
者
は
こ.
.の
局
商
が
多
く

)

の
論
者
e

「

べ
:&

れ

衾

脅

あ

；
る

？

例

^

ば

ト

女

 

み
^
^ :
.:

•

:

其

深

經
■

■

營
給
付
：の
發
炎
活
，動
で
あ
り
、

.給
付
ぬ
執
行.

_

其
の
植
類
、
ぺ
範
圍
及
：び
期
間

^

あ
る
扣
ら
し
て
、
ユ
ア
ブ
ィ
ろ

'の
会
'ふ
：墓

活

動

と

本

質

を

筝

.し
ぐ
ず
る
も
の
で

 

や
の
一
瞥
理

c
v
e
r
w
a
l
t
l
)

は
配
へ
！； 

職
能
と
保
金
職
能
と
を
包
_

岑
も
の

4
« >
'

る
が
>

こ
れ
枕
デ
ブ
々
ス
が

「

絲
制」

に
< )

^

て
-'
:

產

.正
な

，る

作

業

の

確

定

、

(
て

靜

奮

伴

說
^

ノ

て
i

;

ところ
ょり見
ればれ

l

,

s

質
f

容

あ

る

碧

々

募：
S

 

組
織
と
敘
制
：̂義
定
し
た
彼
の
き
論
は
馨_

定
せ
ら
れ
る
の
.
‘夏

る

。

^
^

,

務

實
预
:A
>

I

I

H

P
"?
?

?

!

I，

_
謀
管
理
：

c
s
&

-̂anagement
)

作 

と
わ
し 

た
こ
と
は
如
何
な
る
意
義
を
荷
す
る
で
あ
ら
ぅ
か̂參

謀

腎

理

を

以

つ

で

彼

は

總

務

瞥

理

及

び

作

業

贫

理

^̂
能 

-

む
る
^
ゎ
で
あ
り
、
そ
ば
資
料
を
蒐
集
し
、
分
析
し
、
秦
業
問
題
の
：解
傲
に
於
；

g

が
純
然
參
思
索
檄
能
を
果
ず
も
がa：
-
す
る
。
と
れ 

に
豐
て
灞
括
及
作
業
管
理
は..谈
定
及
執
行
算
層
具
翳
な
る
職
輥
通
す
も
の'で
ぁ
る
。
_讀

る

參

課

職

能

が

獨

立

を

. 

■
て
組
織
に
於
け
る
十
管
理
型
態
を
褶
成
す|

所
謂
戰
線
參
謀
組
織
に
於
い.て
，ー
赋 

理
形
態
の
_

的
區
別
と
し
て
認f

;
こ
と
が
出
來
る
か
否
か
は
疑
問
で
奢
。#'
馨

に

：具
體
的

空

場

信

を

說

い

て 

戰
输
參
謀
紐
織
を
：基
本
と
し
て
：說.い
て
ゐ
る
か
ら
し
て
、
そ
の
說
明..の：
便
宜
の
爲
め
ぎ
分
類
髮
け
た
の
で
は
な
い
を
思
は

ル
る
敵
4 >
.

^ -

石
0

'

何
.
と
.

な
れ
ば̂

彼
故
か
、
る1

一
一
分.法
が
基
本
妳
：で
あ
る
と
云
ふ
に
止
つ
て
、
,

職
章
の
か
\

る
三
個
の
形
態
へ
の
分
化 

'

づ
理
論
的
關
係
は.
承
さ̂

て
ゐ
な
い
'

か
ら
で
あ
■

る
。
併
し
な
が』

^

は
現̂

の
高
#

に
發
達̂

た
エ
業
形
勝
に
は
、
多
か
れ
少
か 

れ
と
.

の
管
興
形
態
が
發
展
じ
つ

)

あ
慕
實
は
認
め
る
ぢ
ど
が
出
來
る
と
考
ヘ
.
：る
ゎ̂
 

へ
ぐ
？

•

..

管
理

•

を
.

な
す
計
畫
、
，

.

齡
織

>
 

銃
制
の‘
方
法
は
、'

こ
れ

f

械
の
發
展
段
階
に
分
つ
こ

^

.

が
出
來
旮
。
傳
銃
的

-

、
體
：深
カ>

 

科
學
的
方 

氟
銃
的
方
法
は
、
，

i

上
.

：の
試
驗
と
誤
謬
：の
結
果
、

.

ま

驗

的̂

發

生
1>
來

.

つ'

た
龙
法
で
：あ
り
"
體
系
讷
方
法
故
他 

.

30
經
營
と
の
比
較&

究
の.

結
果
康
じ
來
怍'̂

;

^
0 '

で
| >
:

.

る
-'
'

0.
科
學
的
塞

は

過

去

の

：經
驗
を
合

.

理
的̂

分
析̂

て
！！

成

せ

ら

れ

，

る

轉
 

理
の
適
應$ :

-

行
ふ̂

の.

で
あ
る
0/

エ
場
管
理
に
於
け
る
- ^

學
的
方
法
と
し
ヤ
彼
が
示
し
て
か
る
も
の
は
、
，，
一

、' 

問
題
の
認
識
、
' '

一
一
、
觀 

:

察
と
豫
備
的
分
析
，11
1、へ
假
定>

ハ
四'

^

細
な
る
分
析^

■
應
が& .

.

れ
で
軚
る(

跬
九：

^

.

-'
^

£

&

苏
ふ
迄
も
な
ぐ
管
理

)

に
於
げ
る
故
康
の
法
則
：.
ブ

管

馨

動

忆

於

い
'て
贬
も
基
本
^
な

：
る

は

計

畫

活

動

で

^
を
が
>
#
:は
&'
-
れ
わ
創
造
的
|1
*
畫
：と
:0
:
:程
訐
畫
比
分
類
し
、

こ
の
計
畫
樹
立.

‘

伫
對
し
て̂.

の
方
法
を
用
ふ
べ
奏
こ
と
を
說
述
し
て
か
る
の

^

時

に

：重

要

：故

る

.

も
^

占
し
弋
取
扱
汾
で
ゐ」

灸
註
ー
0 ,
^ 0

、彼
.

は
€

> ;

に
：於
げ
る
間
題'(
^

誡

識
^:
處

織

及

運

營

に

於

け

名
 

ベ

參

こ

.

說

き

萆

た

^ '
:

膨
«.
:

-

比
_

の
：
妯

き

藤

學

_

方
法
と
鐃
く_

立
し̂

胺
务
の̂

あ
る
々
'勿

券
色
：

lr

ナ
る
£

れ
ど
\'
;
そ
れ
れ.單
翠
經̂

^1

洁
動
_

面

の

：
み

.
を

見

る

- %
'

.

の
^

あ
技
、
彼.は
寧
ろ
典
の

「

紫
景」

た
る
べ
き
前
述
の
組
織
. 

.
及

雪
7)
#

敷
裝
に
つ
；い.て
考
慮
ま
ぢ
る
べ
き
こ
と
.を
述
：^
て
ゐ
％

ソ
普
通
に
所
謂
棘
學
的
嘴
理
法
の
本
體
は
寧
ろ
與

^

造
計
蕺
を
し’
て
如
何
に
：日
瞌
| !
*

畫
^

分
析
し
ぺ
ヒ.れ
を
合
理
的
ぬ
統
亂
す
が
か
卞
つ

^

て
：科
學®
^

:
も
の
ゼ
あ
0
七
、
:̂
:

、
ネ

創

衡

象

畫

ぱ

迄

及

ぶ
^
の〕

,

デ
ブ
.
ィ
ス
のH

場
管
理
.論
.
.に
つ
い
：.て

' 

:

: 

.

.

:

:
 

ー
ニ
ニ 

(

ナ
プ
*

)



デ
フ
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論
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S
て
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C
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•

る
け
れ
も
'
,そ
^

_ 

,
科
學
：̂
則

書

體.
Q

ー'の
：資
料
た
.る
に
介
¥
る
ど
と
、
な
ら
ラ「

何
と
な
れ
ば
*ぺ
前
述
せ
も
組
織' 
響

の

要 

■

讒
の
中
に
ほ
馨
化
し
得
ざ
る
心
的
狀
態
を
包
含
す
る

AJ

と
V
な
る
か
ら
で
，̂
 

S然
し
な
.が
ら「

こ
の
計
盡
活
動
に
對
す
る
彼
の
乱 

索
方
法
の
適
應
‘は
単
に
紐
^.
過
程
雲
め
羅
列
で
あ
つ
て
、
許

g

内
容Q

 

一
^-
的
性
格
は
と
か
れ
て
ゐ
な
い
。

同
樣
：

Q

箬

が

、
'‘

「

攻 

ぎ

に

つ
.い
.て

は

れ

''
#
る
。-彼
は
健
實
.

1政
策

，
の

特f

し
て
擧
げ
て
ゐ
f

の
は
、
マ
、
企
業
の
理
念
と
目
的
：の
面
密
於
る
1 

「

新
：の
；#
礎

:#
_

眷

_

楚
c
a
I:f
^
理
的
^

^

_四
_
案
軟
挫

.
七•

芷

〒

ノ

ぐm-
疼
せ
ら
れ
て
ゐ
るc

£1
)

'-
2
1と
_

を
示
■し
て
ゐ
る
。
而
ら
ば
：
企
業
叹
理
念
と
目
的
に
結
合
し
て
如
何
な
る
補
完

..

_
购
_

_

道

ざ

.の
か
ザ
と
I

量

等

應

管

运

ふ

ネ

と

れ

が

如

何

忙

內

的

に

僵

し

て

現

代

の

大

エ

業

經

營

に

於

け

る

政

策

體

系

を

權

敗

し

で

ゐ

-る

か

ネ

或

ば

壞

ぶ

今
 

沩

芸

S
,

て
は
®

苹

農

卞

■

な
い
.

■
者
：̂
馨

本

廳

.於
■

ひ

_

着

*
原

事

を

蕾

て

現

代

の

ー

齋

經

營

■

德

る
政
繁
|

|

:

摄
べ
ぎ
こ
と
を
述
べ
た
の
でI

が
，
，ミ

貪

W 

:

經
■

■
的
外
的
i

係
を
考
慮
じ
，て
、の
經
營
為
理
念
.か
貪
か
れ
た
體
果
で
あ
る
が
故
に
へ

こ
i

に
デ
ブ
'.ィ
ス
霧
が
其
の
抱I

.: 

.'.
洛
理
愈
*

5
5
^

當
然
部
計
畫
余
政
策̂

步

麼

具

牆

的

な

赐

系

が

ー

寒

し

悬

^

は̂

^

い

か

ふ

考

 

5.:要
氣 

■の
；
為

は

他

篇

論

校

比

し

；
遍
.'
«
で

あ

り

、.：：
ー

包

括

的

で

あ

き

と

は

十

分

評

僳

^

^

袁

寶

.
■
面

：

g

羅

列

的

で

多

つ

： 

，
て％

碧

^

^

於̂
い
て
立
體
的
虼#

1

ぜ
ら
れ
.て
な
な
t

も

:a遺
撼
で
あ
る
身
へ
?>
'
れ
,

_
彼

吹

管

趣

重
0:
場
膂
理
.を
'

_

，
遵

：
い

遠

立

て

ち

，
れ

潔

 

靈

の 

一
■

^

^

^

u-^
は
其
^
重
！
^

を
茈
當f e

考
慮
す
^
こ
；.と
.ぼ
當
然
な：

と
と
で
^
る
み
風
は
^:
:̂

，0
；'

:

•

:

:
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'
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'
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註
1
0

)

.

て_

松
氣
授
著*

"
H

場
經
營
論」

六
頁.‘

於
い’
てV

か 
'

を
創
遛
：

§

計
畫
ぼ
瞥
理
碎5

ザ
、
：
、管
適
ば
填
柃
經
羃
術
の
鉗
诞
及

.

手
續
の-

 

.‘
 

/

‘

眾
'

で
ぁ
る
と
せ
ら
れ
る
び
然

^

」

の
翹
は
、
デ
藻
利
敎
授
が
6
論
に
見
：る

如

今
^

'

.:
,

加
;̂
^

寶
>-
:
-
'
.
ぽ
別
1-

嚷

る
4
.の
で
ぁ
り>
そ
れ
：皆
織
的
赃
點
に
於
い
て
は

「

同
樣
に
營
理
釭
包
含
1>

へ
て.ゐ

る

ど

見

る

「

*
玄

.
 

.
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則
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考
變
本
認
，
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一
號
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ゴ
、
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次

聆

彼
( 0
.

紺
織
論
に.
0

^

尤
：考

察1=
;

お

ぅ
; ^

ぁ
ら
炔
苍
組
織
論
»
於 

.

"

怒
始
め
で
み
を
。
.

ス

ル̂
-

ジ
土
务̂

ー

玄

尝

ろ

吹

符

爲

動

則

お
^

银
^

•る
複
雜
な
各
職
能
の_
成
を
示
し
て
ゐ
み
,0
•彼
が
工
業
經
營
‘に
於
い
て
、
職
能
鞲
成
に
於
い
て
”
最
も
栽
本
的
の
型
と
し
て
卽
ち
有
機

一
ブ
ィ.K

のH

場
管
S

S
い

て

.

.

.’ 

• 
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ニ
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六
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ヽ
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-

し
 

•

.

的
職
能
と.

し
；て
上
好
た
も
の
は
、

一；
、
管
理
，左
作
業

';
>

—
-
;

生
產

'

配
給
財
務
.：の
そ
れ
で
あ
る
。
こ

Q

分
類
は
マ
ア
、ル
べ
ク
に
ょ.

つ
，て
も 

'

唱
'へ

：：

ら
れ
た
と
；こ

名

で

あ

つ

て

署

な
'̂
分
類
ど
評
ず

.

ベ
き
で
あ
ら
ぅo 
‘而
し
て
.と
の
：三
面
阶
.職
能歡
贫
に
於
い
.て
彼

が

主

：
ど
.し

て
重 

要
性
を
認
め
て^

る̂

の
は
第f

*<
D

.

管

理

と

歲̂

^

で
あ
る.

o

彼
は
人
間
の
；

.

猫
1
的
街
動
は
釭^ '

燦
る
場
合
ル
於^

て

こ

怠

ー

ク

：の

. 

職
鄭
に'

ょ
つ
て
條
件?#
け̂

>
.

れ
ヤ
ゐ
：る&

.

と
：を
强
調
す
る
？
從0,
て

こ

れ

は

填

如
何
な
る
場
合
に
於^

て
.を
共
通
ず
爷
體
制
的.職
能
で̂

る
.
0，さ
れ
ば
？_

の
職
献
分
化
に
關
ず
る
研
究
は
# :

ら
こ
；の1,.ー
 

職
能
を
中
心 

.
と
し
て
行
は
れ
で
ゐ
ー
る
0
'
.職
能
：.の
奋
化
办
菡
本
的
厲
理
を
彼
は
谶
能
歡
の
法
則
と
顧
能
發
現
め
：篇

に

觉

め

て

ゐ

.る
の
で
あ
る̂ 

.者
は
何
故£:

警
分
化
が
组
ず
る
や
の
問
題
に
答
へ
、
後
者
ば
如
：何
な

■る
職
能
が
分
化
す
る
か
め
問
題
に
答
へ

'ん
と
す
る
も
の'で
，あ
る
。 

所
睛
對
響
則
と
行
爲
原
測
ぬ
職
能
分
化

0

態
樣
&

現
象
税
に
膨
明
す
る
に
對
し
.で
:'
'
:亂
述
：の
：
|
ー
つ0-

.粜
の
關
係
を
明
か
な
ら
し
め
上
ぅ
と
す
る
性
質.の
も
.の
.で
^.
る
。
も
と
i

t
そ
れ
：於
愛
賞
な.る
や
否
や
は
批
判
S

M
あ
る
か
し
て
も
。 

職
能
增
加
の
法
則
は
屢
々
引
用
せ.ら
れ
も
よ
5:
に
':'
1
仕
事
量
の
：增
取
に
對1>
ズ
職
能
及
.び
其
00
_

_
の
.複

繁

#
加
は
遙
.か
.
^
^

:

合
が
*

K

で
.あ
る
。
甜
者
が
算
術
的
な
れ
ば
、

■
後
者
は
幾
何
學
的
で
あ
る
と'云
ふ
に
外
黎
ぬ
£:
;ー
w
o
;こ
扣
が
職
能
遂
の
_

的
原
. 

因

と

な

，

と

說

ル
.れ
る
の
で
あ
る<*

こ
'
で

注

意

：す
べ
-き
.は
仕
事
と
職
能
の
關
係
で
：あ
；る0
彼
は
»
能
を
定
義
し
て
>
?:
'
.
.
は
他
の
局
面 

か
ら
判
然
區
別
せ
ら
れ
る
灌
織
に
於
好.る
何
等
か
の
局
面
の
仕
事.；で
あ
る
'と
し」

て
ゐ
る(

註
ニ
：

)

0へ
換
言
す
れ
ば
組
織
に
於
け
あ
_

枕 

:何
等
か9:

職
能
^'
な
，，P-
て
ゐ
る
こ
と
V
な
名
o 

.
組
織
の
中
に
存
在
せ
ざ
る
仕
事
換
言
す
れ
ば？
«

で
あ
つ
：て
も
職
能
と
し
ズ
は
考
へ
ら
れ
な
い
仕
事
で
あ
る
。
、
彼
が

「

組
織
に
於
け
る」

と
述
べ
て
ゐ
.る
の
：
は

斯

ぐ

解

せ

ら

る

ベ

.き
で
.
あ

ら 

'5
毒

へ

る

。
經
營
者
が
何
等
か
新
な
る
計
畫
を
；創
故
し
た
；と
す
る
：と
こ

.と

.，̂
新
^
^
^

れ
る
に
は
組
織
化
せ
ら
汍
な
く
て
は
な
ら3
0、
組
織
化
'せ
ら
れ
る
i
何
等
か
.の
職
能
と
な
る
の
で
あ
る
。，
組^'
內
に
.於
い
て
.は
.、
計
嘗

自

的

：
に

從

つ

ゼ

#

員
わ
：手
へ
に
仕
事
は
分
散
せ

.ら
れ
、
漸
次
に
集
合
せ
ら
れ
て
終
局
に
於
い
て
其
の
.計

雙

目

的

を

達

凄

愚 

.で
應
じ
て-
個

人

薇

：
、
.
-
:
小

部

門

職

能

’と
：な
り
大
部
門
職
歡
と
知
り
、
：
ー

.政
的
經
營
職
能&
取
る
8

ヨ)

°
'

さ
て
ヤ
齟
緻
化
ぜ
ら
-れ

ぎ 

る
任
事
は
袞
ゆ
だ
想
像
的
、
假
定
的
な
も

9

に
外
な̂:
な
い
か
あ
レ
て
、,::
:̂
-̂

に
：
直

接

：
海

題

^

隹
と
れ
お
組
織
化
せ
ら
れ
た
仕
事
と

)

の
本
質
的
相
異
は
ど
こ
：に
存
す.る
が
と
ま
ふ
ギ
2:
-
,於
問
題
で
^

其
.の
：相
異
を
被
は
、.
.
#-A
か
.

)

：
 

^
こ
れ
.を
遂

行

湯
.し
：
て

實

任

を
t
る

こ
^•
の
由
^
爲

め

、
て
：
ゐ
：
る

と

考

み

ら

れ

^
0
,作
業

上

：：の
.仕
事
^
遂
：行

し

士

 

,單
純
に
、
 

基
本
動
作
の
吋
等
か
め
關
聯
と
し
セ̂
が
と
れ
を
范
や
て
^
令
の
で
味
な
^

^

^

”
ぞ
れ
^
寶
任
が
跗
帶
し
ニ
卞̂

镞
能
の
谈
立
と
な
岑
の̂

あ
る
プ
ど
の
黏
は
組
織
論
者
に
と
つ
て
す
成
り
に
問
題
と
な
る
去
こ
ろ
ヤ
あ
る
。

#
.し
な
が
^
兎
に
角
、
彼
''
:
'
: 

抓
薇
增
加
の
法
則
の
：'中
で
钳
事
量
の
墙
加
ど
職
能
の.增
加
衣
述
べ
て
ゐ
事
め
は
、
：仕
事>
^

せ
し
め
て
ゐ
る
，ょ
ぅ
に
思
は
れ.る
が
，、
こ
れ
は«
の
.仕
事
ど
職
熊
の
關
係.に
.關
，す
^
所
論
か
：ち
當
然
推
知
せ
ち.れ
^
ょ

：
ぅ

に

些

か
>[
'

當
パ 

で
；：

あ

る

と

考へ
，る
の
で
あ
る
.。
彼
はこ」

の
法
則
を
說
明
す
る
爲
め
ヒ
擧
げ
て

.

ゐ

基

例

を

見

：る
に
：、

.嘗
て
一
部
門
0
少
規
模
な
々
し
場
合. 

に
は
、
そ
の
I ，
き

か

影

は

、
：絮

か

炉

勤
§

す
^
職
能
<0
.關
聯
，
要
求
は
簡
單
で
あ
つ
た
が
故.に
、彳
唯
.
1
,A
の
管
理
者
ゆ
し
て
. ̂

.分
：で
あ
.つ
‘た
9
事
業
*'
が
增
大
す
る
と
、
：
其0
部
^
の

：

仕

事

は

增

为

^

管

理

者

に

對

し

て

 

要
求
せ
.ら
ド
石
知
識
と
經
驗
は

，1;

層

太

な

る

も

：
の

名

な

る

o(

彼

が

其

の

能

力

.の
限 

要
ず
多
に
、
仕
事
量
ぬ
增
加
と
し
：て.理
解
弩
ら
.れ
：

V;

ゐ
ぶ
も
の
.は

肇

^
:1
>

性
等
と
し
て
迪
酵
；せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
管
理
の
職
能
で
あ
る
と
解
す
る
と

..七
が
出
來
.る
。
註
文
量
の
算
術
的
增
大.は
、
t
れ
を
現
實
に 

遂
行
す
る
.作
業
者
，.の
.仕
事
を
算
術
的
杧
增
大.し
^
行
<
.が

、
：
こ
ー
れ
：を

計

畫

し

，
：

.組

織
;^
:
:
統
 

太
す
：る
p
.
.然
る
に
、
：作
業
者
は
人
員
の
增
加
込
如-'
時
間
め
.延
！̂

系

に

ょ

や

ズ

薯

に

行

、, 

'デ
ブ
ィ
ス
の
：.エ
場
彆
理
_
:̂
つ
か
，て
''
-

•

,-
'■'

.
:

.
..1

ニ
五
.
.：：：

，(

六
、六
：九>
'
:



,

デ
ブ
ィ
スの：-H

場
皆
现
論
に
っ
い
，て 

，，
 

'

ニ
ー 
六
，

(

六
七
&

加
す
る
か
ち
、
こ
ル
を
實

i£.

を
敗
つ.て
遂
行
す
る
作!
¥
,
^
は̂
傅
術
的
に
墙
加
す
る
0

然
る
に
、
管
理
.者
の
仕
泰
は
幾
何
學
的
に
增
加 

す
る
が
、K

任
を
以
つ
て
遂_行
す
る
人
數
は
短
期
問
內
杧
變
化

•ず
る
こ
と
は
な
い
。
從
つ
て
：
在
來
の
，管
理
纖
叫
間
の
、關
聯
ン
複
雜
さ 

.は
^

加
す
る
の
で
あ
る
。

ノ
こ
の
.こ
•と
は
所
謂
V如
理
學
に
述
べ
ら
れ
る

「

統
制
領
域
の
問
題j

と
其
の
‘本
質
を
同
じ
ぐ
し
て
ゐ
る.‘ょ
ぅ
に
思
は
れ
洛
\°
作
業
と
，し
て 

:

の
.仕
事
の
箅
術
的
增
加
は
、‘こ
れ
を
計
畫
し
;*
組
織
し
、
銃
制
す
名_

即
ち
管
理
職
能
を
幾
何
學
的
に
’搰
加
せ
し
む
る
と
解
せ
ら
れ 

•る
‘の
；で
あ
る
..
<
>從
つ
て
こ
わ
.法
則
は
管
理
職
能
分
化
の
截
低
と
な
る.と
考

へ

も

れ

各

の

で

.
あ

る

.0
、
•

.

次

に

、•然
ら

ば

、.仕
事
#
が

增

加

す

る

と

如

何

な

る

職

能

，が

分

化

す

る

か

0
.
.
彼

は

こ

め

立

場
.ょ
ぉ

見

た

職

能

分

化

の

，
原

理

^

し

て

次 

.の
様
セ
述
べ
て
•ゐ
る
？
即
ち
0
-あ
名
職
能
^
し
*
と
れ
と
關
聯
あ
る
他
の̂

職
能
疋
舛
し
て
、
最
も«
か
^
類
似
性
を
有
す
る_

は
、

'
先
づ
最
初
、に
. #

離
す
る
こ
.とi

な
る
>

康
呔
ぞ
：の
：例
とし
一て

、
M -

般
職
能
を
擧
げ
て
ゐ
る
o
 .

運
般
職
能
；̂

購
買
、
'生
產、
.
.販
寶
：の
：何

し
を
問
題
纪
1>
て
見
备
^
£
:れ
等
三
奢
.の
仕
事
：の_
に
存
す
名
咖
.何
な
る
類
以
性
ょ
り%-
僅
か
な
類
似
性
で
あ
る0
從
つ
て
作
業
量
が
：
 

,增
加
す
る
.と
ノ
運
送
職
«
は

各

部

門

ょ

：り
'分
離

し

ゼ

：獨

立

办

部

鬥

と

ー

し

セ

々

部

晚

職

能

：
と

：̂

■

.る
8

四)

。

と
.の
點
：に
0

:̂>
て

ノ

參>
ジ
：
：
*
ギ
が
嘗
て#

爲

原

則

基

賺

康

則

を

述

，
零

ゐ

^

:
1で
.氙

ら

ぅ

？

運

送

職

能

0
分

離

獨

立

化

ほ

行

爲

腐

則

_ぬ
ょ

：る
；
と
ヒ
；
る

ヤ

.あ
'̂

,然
る
成
3
^

:
:
.は
瞰
=

_
目

別

に

職

能

、
の
：
分

離

莖

ず

岑

厶

、
べ
：
そ

.は

對

象

原

則
^

ょ

岑

も

の
^

’す
.る
原
則
た
る
も
の
.で
あ
る
'-
0
:何
故
に
>
'行
動
的
對
象
的
^
分
岐
^'
-る
か

：
：の

誠

明

は

別

新
述
、の
.原
則
は
.こ
れ
を
行
4
"
1、，
の

方

法.を
示
し
文
る
^-

.の
と
息
石
b 

iは
出
來
な
><
>で

：：

あ
：ら
が
が
5
_、併
：

4
：u

れ

は

同

雲

の
'賺

.%
說

：

.嘛

す

态

多

の

：
で

は

：な

.̂
:
と
0
點
に
<>
い
セ
は
：エ
> 
マ
ン
'ス
キ
ー
や
或
は

一、

般
的
.の
能
率
論
者
の
会
ふ
如
き
組
織
杧よ
る
、
勞
カ
の
過 

;剩

吃

.,
;
無

軍
(0
'排
除
：に
對
す
答
基
本_
欲
求
と
、
，
こ
机
を
根
底
と
す
：る
溥
問
的
知
識
の
必
寒

.ば

:&
ら
.ぬ
蘇
五
、

其
の
.汸
蘼
挤：

デ
.ブ
ィ
ス
の
廣
ふ
，
類
姒
性
僅
少
ゐ
原
則
に
沭
：つ
忒
、；.*
や
態
檬
は
对
爲
原
則
、

.
對
象
原
如
に
支

配
ぜ
'ら
れ
:«
^

^
へ
ら
れ
名
^
で
：あ
.る
':
:
0
. 

. 

: 

. 

r.:.'■■V
' 

- 

 ̂

-

.
,K
 

-•• 

. 

.•

.

ン
.. 

' 

. 

« 

'

.

■

.前
述
办
4
ぅ
に

’.彼
は
*
任
.の
.附
帶
し
セ
ゐ
る
仕
*

P中
に
嗷
能
為
本
質^
把
猶
す
ふ
：-
の̂
，
：
で

あ

る

：
か

■ち
し
.て
、
',
其

の

第

；三

章

杧

述 

'ベ
'
#灌

ネ

責

任

必

芬

咻

は

、
，
麻

能

：：

:0
分
化
め
現
實
的
形
鶴
を
取
扱
づ
化̂

は
こ
；

6

職p

叫
の
.％
聯
を
.適
疋
な
ら
^
め
'て
、
.有
效
：#
る

指

導

と

：協

汸

の

發

生

；
す

る

椽

杧

人

^

る

哆

の

ゼ̂
冬
と
見
^
の
で
あ
名
;°
ざ
ザ
寶
任
：め
券
化
に
來
や
て_

 ̂

4
0
原

則

的

事

實

妒

、
'*
織

耩

造

忆

於

い

て

、

#
 

瑪
0
憤

麒
.に
近

付:<
.に
從

夕̂

)

前

述

し

：
た

事

業

活

勸

!0
有

機

的

：
斕

熊

に

：
從

づ

，
セ

：
分

牝

1.
い
^
の
斥
層
杧
妒
#

に̂
.艰
5
:弋

ぃ

集

：
の 

.性
質
に
：從
つ
て
分
化
す
名
と.
ふ̂

事

實

：
で

あ

る

々

彼

：は

こ

の

原

則

を

說

明

す

る

爲

め

^
彳
第1

次
的
作
業
を
分
析
し
た
結
果
、
冬
は
い 

設
備
に
よ
る
か
、
生
強
物
：に̂.
;
る
か
で
：：あ

石

。

.；：設
備.に
よ
る
場
合
，即
ち
、
個
々
坐
產
に
於
け
る
が
如
く
、
機
^
エ
場
に
於
け
.る
，旋
盤
、
-
.
. 

」

切
削
‘.'
截
！r 

;仕
土
等
の
分
類
が
そ
れ
：で.か
り
、
驗
長
の
職
能
分
化
は
各
機
械
を
中
心
士
し
て
分
離
し
た
作
業
を
中
心
と

し
て
0

は
れ 

る
。
ン
こ
外
に
返
し
て
、
.3
;ン
ぺ
：丨
ア
-1
-
組
織
の
_
き
：に
於
：い.て
は

、
：磁

產

せ

ら

务

ぺ

，
き

財

貨

<0
性

質

に

應̂
て
、
各

職 

_
_し
^
ゆ

石

ヒ

と

免*
石
0
:.̂
れ
.に
反
し
て
上
層
の
職
員
め
管
理
職
能
の‘分
北
は
、
^
括

、
：
參

謀

、
、
蓮 

J
K
O
VV'
前
者
が
對
象
原
裂
れ
ば
、'後
者

は

：、
行

爲

原

則

と

‘沄
ふ
こ
と
も
出
來
る
け
れ
ど
も
、
こ
：の
デ
プ
ィ
：ス
^̂ 

:
:於
け
名
分
北
灼
現
餐
的
形
瀨
妗
說
明
去
し
セ''
\
組
織
論
#
に
1
1の
問
題
象
供
.し
て
ゐ
.る
も
の
で
あ
る
ヒ
と
：は
明
が
货
あ
：る>々
..'
■':

^

次
に
彼
は
以
上
‘の所
㈱

を
菡
礎
と
して
具
體
的
な
管
理
形_
た
る
戰
線
式
“.
.戰
、線
參
謀
式
、•職
能
式
欠
論
じ
て
ゐ
る.の
で
あ
る
が
、

,

ノ

‘

デ
ブ
ィ
ス
の
エ
揚
锌
现
論
に.つ
い
で
/ 

. 

< 

•
ニ
ー 
七

•

(

六
七
.一)

、
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'

デ
ブ
ィ
ス
の

H

場
馀
瑀
論
に
つ
い
て‘
. 

,
 

'ニ
！
八
‘
，

(

六
.七
ニ)

：
，

o 

' 

' 

.
 

.

こ
の
點
に
つ
、い
て
は
別
に'他
の
多
數
の
研
究
に
比
し
て
特
筆
す
、へ
き
'名Q

が
な
い
や
’ヶ
に
思
は
れ
る
。
吾
々
は
次
に
運
營
に
於
け
る
彼 

パ
の
.一
般
的
な
.る
思
索
.を
考
齋
す
る
こ
と
X
し
ょ
ぅ
。
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箄
參
照
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へ
'

^

 

統
制
と
工
程
と
双
つ
て
運.營
の
ニ
大
領
域
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
旣
に
述
べ
だ
と
^
ろ
セ
ぁ
る
ダ
統
制
は
計
畫
目
的
を
醫
め
經
營
性 

.!
:
以

0
セ
.實
寒
I
る
.爲
；̂

、
^
晝
ぁ
要
求
准
私
办
芩
ヤ®

栗

！

i
g

面
ま
有
中
て
ゐ3

:o
'

u

/'
,
v
;

'l t
■

に
規&
せ̂

机
た
適
：疋

敦

る

作

華

羅

定

、

三
：、 

遷

遂
, »

fc
:

對
す
る
傭
碍.

の
籍
去
辨
こ^

で

も

；
：
る
：0..
'
.
'
確

定;,
'

^

的
；、;.
：
:順

規

淀

V-
L
:て
•

最
高
！̂

性
ゼ
|
|ザ

.^

様
に
#

種
«

能
を
_

!»

せ
し
*

る
こ
.と
^

ぁ

る
,:
0

而
し
へ
て
、
i

の

時

間

：

g
'

順
字
的
：. 

顧
.定
：は.
.

1
,

定
.の
：魂
爾1
以
つ
.ヤ
ナ

本
ソ
規
準
、
■
度
激
定
4
も
て
、
へ
權
威
、
：：慣
習
或
ば
ー
般
的
龙
認
を
以
.夕H

養

.せ

ら

れ

た

も

の

：
で

ぁ

る

d
、

註一:) 。

檩

準

化

な

く

し

：
で

.'. 

漱
制
自
體
は
成
ぶ
し
，な
い::

0

划
ち
檩
準
設
定
は
：̂
統
的
か
體
系
的
か
科
學
的
か
#
れ
か
の
汸
決
忙

彼

は

檩

準

化

，
の

及

ネ

ベ

：
き

領

域

を

次

の

樣

杧

列

擧

U;
:て

ゐ

今

：
ゾ
^̂
^̂
 ̂、
：
 

'へ
-
、

：
：
：
，

..

' •
■

■
:

■■
■

,

'. 

;

,.

:

,
<、

狀

態

：
の

镡

準

：

、 

,

.

.

.

.

1
.
"

財
或
は
用
役
：

の
：；

特

質

'.「

：
:'
•
;

V 

.

:
>
r
.

•物
質
的
條
件
の：

七 

:

-

•

」

■
.
/
1
1
-

物
質
的
條
件
の
地
方
的
檩
準':
:'
'

'

- 

....

:

,

:

:'
'
"

:

•

:

'

.
V

 

;

v 
.
.
.
v
.
,

ゾ
'

b

、
事
業 H

®

 

v

v ;
.

'

^

 

. 

,

v
::
:

v

.

ン 

'

• :
•

V
-

:

 

:

. 

v

 

' 

:

'

'

a

、'

管

理

的
.

'

,

:

:

::
.'::

■ 

:

V
 

•

..
.

.

 

'
 

プ：

b

、
-

運
營
的'

• '
;

.'

.

.

 

V
V
,
- 

,

.

.

.

:
.
-

.

■
ノ

 

：
 

y

--.
V

.

 

へ
-
:
.

'.
.
-
-
-.

■
 

' 

'
■
.

へ

'

.
':

,
-

:

'

:
 

•

:'

'1
ー
、
個
人
及
團
體
に
要
求
せ
ら
れ
名
特
質.'
-.
'
:
: 

一
 

:
'
■
-
'
•
.
'
:
、
:

:

\
.
.
,
ニ

、
，
道

德

標

準

：：
'
'

.

.
:
:
•
'
, 

,

.

パ
？
：'':ぺ
：
：：.：

ン 

'.
.

D
.
v#.
業

の

：瘭

準,
'
:
:'

.'」

.

-

ぐ 

ゾ

:
'
-

.

.::

..

'
':
.
i 

麗

要

素
'
■.
:■:

■-'■
レ
 

'
:
,
:
'■
、
：
 

.:

、：：：
:

■
,'11 、

'特

殊
-@
的

，
.
'
:
.
'
•

'

マ
'

:

,

.

.
,

 

'
パ
.

.

 

.

.

.

.

. 

" 

.

.

.

.

.

科
學
的
管
理
法
の
名
と
：に
於
い

'

て
統
制
：の
根
幹
が
棒
準
化
に
置
か
れ
て
ゐ
る
，こ
と
は
：爭
ひ
得
な
い
と

^

ろ
.

で
ぁ
る
0
而
レ 

し
て.

ゐ
る
こ
の
序
列
、を
見
る
と
、
彼
亦
承
姻
に
與
へ
て
ゐ
る
測
織
と
運
營
の
全
要
素
の
上
に
及
ん
で
ゐ
る
し
と
は
容
易
に
觀
取
し
得

^

デ
ブ
イ
ス
の

.
8場
_
理
論
に
っ
ぃ
，
て

 

一

二

九(

六
七
三

)



.デ
ブ
‘ィ
ス
‘の
エ
•場
管
.现
謫
に
っ
い
て

,
 

’ 

.ニ 

1

1

0

(

六
七
四〕

.

と
こ
‘ろ
で
あ
る
。
さ-て
ヒ
の
.序
冽
を
觀
察
し
て.間
题
と
&
る
と
と
.は
、

.
、

道

徳

的

標

準

、

ニ

、

標

準

化

の

.體
：f

-s
ふ
.こ
と
で
あ
.る
。 

前
述
の
や
5.
に
彼
は
エ
埸
組
織
を
以
つ
て
、
，
_計
竅
目
檩
を
好
意
的‘協
同
を
以
つ
て
最
も
有
效
に
實
現
す
る_に
あ
、
る

と

規

定

し

て

ゐ

.る
と
へ 

:
.こ
：％

ほ1)
'
'甚
來
_

意

的

協

.同

活

動

の

#
制

と
.
>
て̂
：
鼠

要#
务
^

者

の

，
當

然

期

荷

す

.
る

と
こ
ろ
であ
る
。
然
‘る
に
、
彼
は
•こ
の
點
に
つ
い
て
著
しく
簡
素
な
說
明
を
加
へ
：

V

ゐ
ぞ
の
ば
如
何
な
る
理
由
に 

上
名
の
，で
.•あ
I

か
。

.彼
の
言
を
引
用
す
る
と
、.

「

上
述
の
.分
類
に
包
含
せ
ら
れ
た
道
德
標
準
は
、
單
：に
其
.の
重
要
性
を
指
摘
す
る
に
止. 

つV

、.

何
等
，の
現
賢
性
を
興
へ
ょ
ぅ
と
す
る
も
ので.は
な
い
？
何
と
なれ
ば
、
.
道
德
の
問
題
に
つ
い
：て
ば
知
ら
れ
て
る
と
こ
ろ
餘
り
に

、
 

尠

き

が

故

：に

、

か

、

る
：現

.實
的
檩
準
は
'游
し
.な
い」

' と
:'
0
こ
れ
が
彼
の
道
德
檩
準
に
關
す
る
全
意
で
あ
る
。
彼
は
前
述
の
：様
に
組
織
.の 

要
因
；A
J
bて
、
||
1
織
構
造
と
對
立
.せ
し
め
.て
ゐ
る
程
の
：重.要
性
を
與
.べ
セ

ゐ

名

道

齋

に

對

ル

て

、
：

.其

.の
：標
準
は
殆
ん
ど
把
握
し
得
ざ
る 

€
か
と
..し
、
從
つ：；K

こ
'れ
が
銃
制
に
何
等
の
實
質
钠
手
段
な
き•も
.■の
.と
^

若
し
む̂

こ
:/
>
货

务

る

？

而

し

て

：
、

.彼

が

後

節

：
エ

.場
_

築
.及
裝
置
龙
論̂

ャ
：.ゐ
る
際
に
、
.辍
濟
性
と
被
傭
者
の
厚
生
の
關

 

に 

論
及
し̂

^

に
又
蓮
般
施
諛
に
於
け
る
簪
理
と
相
業
办
篇
利
益
核
ょ
る
疆
娃
咼
揚
へ
の

」

 ̂

作
業
及 

;時
間
研
究
昀
於
於.る
勞
働
者̂

利
益
改
善
等
に
：論
及
1̂

て

ゐ

：
る

の

：
で

务

っ

：
て

-:
'

*
.&

れ
等
：の
事
實
は
何
れ
も
組
織
構
造
と
の
.關
係
に
於
い 

:

て
、
醫
理
者̂
勞
務
者
•の
刹
益
；の'
1
'致
を
明
か.に
；し̂

ね

る

め

：
で

あ

る

：:'
°
^

人
事
上
办
.用

：役

爰

經

濟

：

^

益
と
肉
體
的
利
翁
に.分
類
0
>前
者
に
於
い
.て
は
圈
體
保
險
、
貯
蓄
投
資
制
度*、
信
用
組
合
制
度
、
住
宅
制 

度

、
慰
安
制
席
に
論
及1>
て
為
名
«
1
:
>
0
後
者
に
於
^
て
は
、
年
常
及
災
害
時
：に
，於
け
；る
醫
療
ノ
保
健
制
度
を
取
扱
つ
て
：ね
る

(

註
$
0 

而
1/
'

て
か
ト
る
諸
制
度
め'«
極
の
支
點
^
、
經
縈
に
於
け
る
谨
德
性
建
設
に
覓
め
文
ゐ
^
こ
と
は
彼
Co
.
'-
M
々
强
調
しV

ゐ
る
と
こ
ろ
で 

ぁ

务

1'
ハ)

，

：彼
ば
道
德
性
の
表
明
を
誠
實
と
規#:
に
求
め
6

«
，

前
條
.の
諸
制
度
れ
礙
響
を
こ
の.點
に
か
、は
ら

し

め

る
と
■
、

も

•:
.
•に
、
'他
2
'面
と
1>
?
弋
、
へ
勞
錄
者
ぬ
意
嚮
が
調
査
め
重
點
を
置
い̂

,-
''
反
影
せ
1>
.め
^

£
れ
^
對
處
す
る
左
£
:ろ
^
尨

；
い
：
結

果

と

考

へ

セ

5
 

.
~_に
；
於.い
^

は

道

灌

性
<0
.'强
制

：
は-
其
0
組
織
構
造
め
垒
體
ぬ
亘<-
>
ヤ

擊

的

^
考
察
电
ら
れ
セ
'ゐ
.る
の
で
$

が
、

^

^
o:
場
管
理 

'•
./:
に
，於
.け
る
最
が
重
要
纥
る
与
面
表
し
セ.の
.作
業
^

-ん
ど

：匕

れ

を

驚

す

苓

こ

答

味

出

來

激

い

.ぺ
彼
は
他
.'の
：

〕

般W

場
瞥
理
.馨
述

と

異
^
t
:緑
擊
法
を
常
杧
マ
組
織
權
造
&
關
聯
せ 

,
し
^
つ

ジ
.；M
U'
て
、
：̂
责

生

窗
'•>
:個

聖

產

：と

を

嚴

密

だ

區

則

し

て

：、

.統

制

方

法

を
»:
-

細

患

論

攻

 

で
^
る
^
霧

農
 

.

.は
柰
く
生
產
技
術
と
：の
痛
聯
に
於
い
て
技
術
的
唉
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ
#
の
货
あ
々
て
、'
;何
等
道
德
性
へ
ゾ̂
^
^
^

,

へ
，：い
0
,然
し
書
が
&
、
6
;れ
辕

論

製

造

畫
_
學
的
觀
點
ょ
か
考
察
す
る'こ
：
と

に

あ

つ

.
で

''
1
.莫

.の
致 

.
#
を

强

調

し'て
ぉ

名.の
^
ぉ
'つ
そ

、
：
：人0 

:
',
.る
道
德
^
對
^
で
標
準
を
與
へ
得
な
い
と
す
る
こ
，よ
：は
：、-:
-
;尠
<'
と
.も
勞
務
鱟
理
^

け̂
^'
、

統

制

指

標

：
に
：
欠

ぐ

る

も

<o
,
.
あ

る

こ

と

は

否 

..

.•定
し
得
^
第
と
を
為
で
あ
る
。
而
丄
て
こ

)

：れ
は
錄
ら
ぐ
瑰
街0
:如
何
#
焱
勞
務
管
理
論
に
も
共
逋
ナ
る
惱
ー
み

(

で
、あ
ち
.
.'
5
と
思
は
れ
る
。 

篇

近

！̂

し
ク
k
あ
^
i

.科
擧
は
こ
«
點
^;
つ
：い
尤
："ー：*.
積
極
的
影
響
を
與
ベ
る
、で
あ
ら5
こ
，と
は
期
^
せ
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ&

/
■
着

望
^

^
夸
と
：
こ̂
で
^
-る
。
と
の
魷
^
就

い
^
は
別
.の
^
^
1
£
寶

し

，て

見>た
い

と

考

へ

る

の

，
で

多

る

;.
«

、
 

••

.
:次

£
'彼
のf

標
準
化M

體
が
如
何
な
る
體
系
を
有
し
て
ゐ.る
が
の
.問
題
で
“あ
る
。
彼
は
前i,

の
：#

に
，
、

統

制

一

般

た

對

す

各

標

_

化

の 

m
嬰

怦

を

摄

し

、
經
組
全
要
素0
標
.维
化
を
强
調
し
て
ゐ.る
の
で
あ
る
が
、
標_
化
が
製
造
統
制
に.對
す
る
意
義
に
つ.い
て
.如

何

な
.

思
は
^
•る
。
も
と
ょ
り
、.檩
準
化
は
組
織
要
素
の■德
雄
化
と
し
て
ち
れ
自
體
の
效
果
を.收
め

、

統

制

系

統

は

，そ

れ

自

體

上

し

て

.
の
效
粜

デ
ブ
.ィ
.ス
.のH

場
管
理
論
に
つ
い
：て
.

.

/ 

.

く

. 

■

.

1

S

1

' 

.X

六
七
五)



デ
ブ
ィ
A
のH

揚
悴
现
論
に
つ
い
て• 

. 

ニ1

三

C

六
七
六
：

>:

,

, 

.

.

.

. 

.
 

V 

.
 

-
 

-
 

-
 

---
 

..
 

■:
-
 

-
 

.
■
-
-
パ

-
-
.
■
て

:

-

.

:

S
.
; 

--

を

收

め

て

ゐ

，
る

こ

.と
を
强
調
す
.る
論
者
も
ゐ
犮
。
然
し
な
が
ら
、
國
松
敎
授
の
所
誠
に
見
‘る
樣
に
、
製
造
統
制
は
條
件
の
標
準
化
と
、 

動
作
ど
',
>『

定
時
龉
に
於
讨
る
仕
事
の
標
雜
量‘の
於
定
に
ょ
づ
て
其
の
裳
韻
を
見
出
し
、
其
の
基
礎
の
上
に
統
制
系
統
を

_
成

す

る

，
の
> 

が
科
學
的
方
法
と
.せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

C
P九〕

？

故
.に
、
條
件
の
標
準
化
と
時
間
研
究’が
統
制
の
最
初
に
置
か
，れ
る
べ
き
も.の
と
せ
ら
. 

'れ
る
。
デ
ブ
ィ
ス
敎
授
に
於
い
て
、
物
的
諸
要
素
の
標
準
化
を
述
べ
る
こ
；
は
旣
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
作
業
及
時
間
の
標
準
化

.は
、
. 

必
ず
し
も
統
制
系
統
と
有
機
的
關
係
を
保
つ
て
は.ゐ
な
い
。
後
者
は
後
節
に
動
作
及
時
間
研
究
と
し
て
、
そ
れ
自
體
を
別
個
の
も
の
と

. 

し
て
取
极
ひ
、
亡
れ
に
附
帶
す
る
利
益
を> 
管
理
敦
及
作
業
者
の
立
場
ょ
り
考
察
し
て.ゐ
る
9
從
つ
て
例
へ
ば
、
個
々
生
南
を
論
ず
る 

'

ー
際
に
、
：：
其

の

絲

養

系

統

楚

1>
:て
：
、
：
：
麻

漫
■

■
順

、
ハ
準1
:
:
:
:

發

：送
-:
>
舊

'
:監
«:
;:
:
.
-
:
比
：較

け

：隆

等|:
'
;詳
雜

す

：
る

も
^
標

寧

化

：の®: 

要

性

は

前

面'に
露

は

れ

て

ゐ

な

，い
，。

.そ
は
唯
た
大
量
生
座
に
於
い
七«
標

準

化

と

生
！
！

量

の

重

要

性

を

：指

摘

し

.
て

ゐ

る

結

集

と

な

つ

て

'

:.
ゐ

る

。.：
上
'野
陽i

氏

の

所

論

鸪

見

る

如

戎

麵

聋

マ

標

準

-
鉍

制

ハ

ー

效

嫩

务

友

ふ

:業
、：

坐
產
、，：入

事 

> 舨
寶
'
.財
務
經
營
の
塋
^
猶
踣
餘
辦
^
緊
«
な
^
聯
を
祢
せ
3
が
各
こ
：と
^
慕

的

栽

礎

め

.
：
^

に

泣

た

し

が

爲
 

以
で
.は
な
い
齊
ど
考
へ
る'
湫
は
彼
の
統
制
論
が
其
の
點
を
别
と
し
て
見
る
と
、
常
に
組
織
と
の
關
係
に
於
い
ズ
立
論
せ
ら
れ
、
最
近
’：， 

:

に
於
'け
：
る

生
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